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「断熱」が日本を救う
 健康・経済・省エネの切り札
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「断熱ジャーナリスト」



Q：どっちを選びますか？

A：もっとそそぐ！

B：穴をふさぐ！

❶なぜ断熱が大事なの？

旭化成ホームズ（株）Asu-haus公式サイトより



既存住宅の8割以上がほぼ無断熱

日本の建物の「断熱・気密性能」は
悲しいほど低い

旭化成ホームズ（株）Asu-haus公式サイトより



日本のトップ１割は？

基準が低く＆義務化もされなかった



断熱等級でどれくらい違う？

（画像提供：東京大学・前真之准教授）

エアコンでも等級６以上なら足元が暖かい！



日本の既存住宅の窓は性能がとても低い

U値4.65 U値1.0



サッシとガラスでこんなに違う

（出典：YKKAP）



冬はヒートショック

夏は熱中症

（出典：YKKAP）

健康



（作成：鳥取県）

ヒートショック、熱中症、だけじゃない！

認知症予防や介護予防にも
激増する社会保障費の抑制にも有効



中古住宅に内窓を付けた！

❷断熱改修とお金



高性能な家はランニングコストが安い

（作成：鳥取県）

経済



23年度〜25年度で国の大規模補助金

ガソリン・電気・ガス補助金は？
１０兆円以上！

消えて無くなるお金？
未来への投資？

消化率32％（9月24日時点）



（提供：東京大学前真之准教授）

（提供：さいたま断熱改修会議）

30度〜35度

25度〜30度

（さいたま断熱改修会議）
学校・公共施設の断熱改修プロジェクト

上尾市との連携協定

❸地域の課題解決の切り札



藤沢市の小学校

→藤沢市の方針変更に

断熱は建築物の長寿命化にも



鳥取県の高性能住宅普及策 NE–ST

（作成：鳥取県）

地域・自治体で



住宅、建物の「資産価値」が目減り！

建物の劣化が早いのは「経済損失」

（出典：鳥取県）



光熱費の高騰・エネルギー危機

国レベルの危機にも

外国から購入している
エネルギーコストは？

→33兆円
（2022年度）



エネルギーを通じた地域経済の活性化

地域 地域外

エネルギー

資金 【現
状】

地域 地域外

【将来】

資金

エネルギー

自然エネルギー地産地消

省エネルギー設備投資

再エネと省エネは脱炭素の両輪



脱炭素「再エネ100％なんてムリでしょ？」

いまの消費電力全てを再エネで
という話ではない
→逆転のカギが「断熱」



自治体職員ができること

◆「まず何からやれば…」
「ガマンは省エネではない」
命を守る断熱改修（まず学校の最上階＆窓！）
新築、既存の建物の誘導策
地域工務店との連携
福祉政策の一環としても

◆「予算が…」
経済性を光熱費だけで判断しない
断熱は建物の長寿命化にもつながる

◆「担当部署ではないので…」
市政の健康、財政にプラスになる話
再エネ、省エネ、まちづくりは全庁一体の施策に



健康・経済・脱炭素

すべての政策に断熱を！！


	既定のセクション
	Slide 1
	Slide 2: 「断熱」が日本を救う 　 健康・経済・省エネの切り札
	Slide 3: 　　　Q：どっちを選びますか？
	Slide 4: 既存住宅の8割以上がほぼ無断熱
	Slide 5: 日本のトップ１割は？
	Slide 6: 断熱等級でどれくらい違う？
	Slide 7
	Slide 8
	Slide 9
	Slide 10
	Slide 11: 中古住宅に内窓を付けた！
	Slide 12
	Slide 13: 23年度〜25年度で国の大規模補助金
	Slide 14: （さいたま断熱改修会議）
	Slide 15: 藤沢市の小学校
	Slide 16
	Slide 17
	Slide 18: 光熱費の高騰・エネルギー危機
	Slide 19
	Slide 20: 脱炭素「再エネ100％なんてムリでしょ？」
	Slide 21
	Slide 22


